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実施概要
■目的

・高校生と議員の交流を通して、政治・議会に興味を

持ってもらう。

・高校生が普段の生活で感じていることや、事前に考え、

話し合ってきた「市政への提案」を聞かせていただき、

若い世代の考えを学ぶ。
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実施概要
■形式

◇糸島高校：ワールドカフェ方式

・高校生4〜5名、議員1〜2名で班を5つ作り、テーマ毎に20分意見交換を行う。

・最後は代表の高校生が発表を行う。

・くつろいだ雰囲気で意見交換できるよう、飲み物とお菓子を準備。議員は私服。
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◇糸島農業高校：議場方式

・高校生が「糸島市政へ提案したいこと」をテーマに、議場で発表。

・4つの班を作り、各班は議員の発言席から発表を行う。

・議員は執行部席に座り、各班の発表後に質問を行う。

・生徒は質問に対して回答を行う。



糸島高校
■開催日時：令和7年1月29日

■開催場所：糸島市役所 市民ホール

■参加者数：26名(生徒：24名 教員：2名)

■担当議員：徳安達成 重冨洋司 高橋徹郎 長田秀樹 佐藤倫子 木下勇二

広聴委員：波多江貴士 畑中鶴見 伊藤千代子 寺﨑達也 三苫幹治 中尾正俊

■形式：ワールドカフェ方式

■テーマ：少子高齢化について

①私のまわりの少子高齢化

②少子高齢化で生じる課題

③糸島の未来のためにできそうなこと
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A班
① 私の周りの少子高齢化
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・学校の合併の話しが出ている

・コンビニやスーパーに行っても若者より高齢者

が多いと感じる

・過疎化が進んでいると感じる

・担い手が不足する

・魅力ある進学先が減る

└教育水準の低下

・公園や子どもたちのための施設の減少

└老人ホームが増え、移住者も減る

・経済の後退→商店街の衰退

└安定した収入を求めてさらに人が減る

② ①から生じる課題は

③ 糸島の未来のために
できそうなこと

・デジタルを活用した地域活性

イベントを開催し、インスタ等を活用してPR

・糸島にとどまる環境づくり

└公園を活用した健康づくり

└遊具や施設の充実

└子育てしやすい環境づくり

└負担を減らす

└高校生までの医療費の助成拡大



B班
① 私の周りの少子高齢化
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・交通手段が少ない

・地域のコミュニティが薄れている

・若者の流出

・働く場所がない

・若者の負担の増加

・人材の確保が困難

・空き家の増加

・第一次産業の衰退

・治安の悪化

・医療費が高くなる

② ①から生じる課題は

③ 糸島の未来のために
できそうなこと

・子育てができる環境整備、子育て支援

・移住定住支援

・創業支援

・環境保全の公的支援

・糸島の知名度をあげる

└SNS等を活用してイベント開催

・公共交通支援

・地域循環型経済の整備



C班
① 私の周りの少子高齢化
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・家の周りに老人ホームが増えてきた

・飲食店でよく高齢者を見かける

・環境美化も高齢の方が多い

・小学校の児童が減っている

・一人っ子、いても2人まで

・公園で遊んでる子どもが少ない

・介護が大変で子どもを生むことをためらう

・高齢化している地域には若い人が来ない

└市の収入も減る

【姫島】

・子どもがいない

・結婚する人が少ない

② ①から生じる課題は

③ 糸島の未来のために
できそうなこと

・健康な高齢者を増やす

└若者、子どもとも交流できる機会を増やす

└みんなで交流したり、話したりする場

・子どもや若者が遊べる場所を増やす

└バスケットコート、ボール遊びできる公園

└自然と調和した遊び場

└近くの公園でラップバトル

・町おこし

└高校生で映画をつくる

└町おこしチャンネル



D班
① 私の周りの少子高齢化
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・社会がまわらなくなる

・地域の役員がいなくなる

・外で遊びにくく、子どもらしく育たない

・SNSのつながりだけで満足してしまう

・医療用施設が固まってしまう

・治安が悪くなる

② ①から生じる課題は

・糸島は高齢化が進んでいると感じる

・バスは高齢者が多い

・農村部は特に高齢者ばかり

・ショッピングセンターは若い人が多い

・子どもが少なく登校班がなくなった

③ 糸島の未来のために
できそうなこと

・糸島に関するSNSアカウントを作る

・市民全体で楽しめるイベントをする

・ベットタウンとしての良さをアピールする

・子育て世代の支援を増やす

・子どもに有利な政策をつくる

・市内の交通関係の充実

・高齢者が安心できる交通網の確立



E班
① 私の周りの少子高齢化

8

・若者向けの店が少なくなっていく

└人が集まらなくなる

・地域の治安が悪くなる

・地域のイベントがなくなる

・地元で遊べなくなる

└遊ぶ場所がない

・学校がなくなる

② ①から生じる課題は

・若い人が少ない

・地域のイベントが高齢者ばかり

③ 糸島の未来のために
できそうなこと

・減税→手取りの増加→若者の生活を豊かに

・無料で遊べる施設

・使われなくなった公園などを若者が集まれる

施設にする。

└勉強や娯楽に利用

・レンタサイクルの充実

└高校生などの交通弱者

・糸島の魅力を伝える



発表風景
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糸島農業高校
■開催日時：令和7年2月17日

■開催場所：糸島市議会 議場

■参加者数：​18​名(生徒：15名 教員：3名)

■担当議員：松月よしこ 加茂正彦 高橋徹郎 長田秀樹 中尾浩昭 服部清幸

広聴委員：波多江貴士 畑中鶴見 伊藤千代子 寺﨑達也 三苫幹治 中尾正俊

■提案内容：

①移住者支援について

②繋がる糸島〜外国人のコミュニティについて〜

③糸島市の交通・観光について

④糸島市の商店街を活性化させ住みやすい街にするために
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①糸島市の畜産業について
■発表内容

【課題】

・生産者の減少 ・家畜の健康管理 ・飼料代高騰による生産コストの上昇

【対応状況】

・福岡県の畜産競争力強化対策事業により畜産経営の強化を支援

・国内で初の「ランピースキン病」に対して、ワクチン接種等により現在は沈静化

・糸島市の畜産飼料費高騰対策事業により畜産農業者の経営圧迫対策として支援

【解決するために】

・対象基準の見直し→段階を分けた給付など ・マルシェや販売促進会の開催

・対策事業を増やす→農家や企業、地域との連携
11



②福岡県の福祉の現状について
■発表内容

【現状】子ども医療費

・糸島市：３歳から就学前まで最大800円/月

・福岡市：３歳から就学前まで最大500円/月

└年間3,600円も差がある

└糸島市の医療負担の対象が中学生までしかない

【解決策】

・医療負担の金額を安くする（800円→500円）・対象学年を高校生まで上げる

＊通院しやすくなる＊子育て世代の移住が増える

☆住みやすく活気の溢れた糸島になる‼ 12



③安心安全な糸島にするために ～糸島の未来を守る～

■発表内容

【現状】

・12月に北九州のファストフード店で中学生が殺傷される事件

└糸島市でも多種多様な事件が起きている。

・刑法犯発生率は比較的低いが、刑法犯事件数が少ないとは言えない。

【解決策】＊事件事故の防止のためには明るくすることが重要‼

・不法投棄の監視のための環境パトロール事業を実施

・街灯のLED化

└青色のLEDライトには、鎮静化効果が望め、白線などにも反射しやすく

プルキンエ効果がある
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④糸島をもっとすみやすくするために
■発表内容

【現状】

・高齢者の買い物が不便 ・移動手段が少ない ・地域コミュニティの衰退

【解決策】

・デリバリー 月に一度、野菜や果物を交通不便地域に届けに行く

＋ メリット 糸農の生徒が届けるので人件費がかからない

－ デメリット ガソリン代が高い、頻度が少ない

・介護ボランティア 犬の散歩や動物とのふれあい

＋ メリット 交流を通じて刺激を与える。介護士の負担軽減

－ デメリット 介護資格を必要とする業務は出来ない。感染症を広める恐れがある
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発表風景
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糸島高等学校

アンケート結果
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Q.1 糸島市議会との意見交換会に対してどれくらい満足していますか

【 ご意見 】

・議会について詳しく知らなかったので仕組みについて知れてよかったです。また、

糸島について深く考えることができてよかったです。

・１つのグループで交流するのではなく、グループを変えて交流することで、いろいろ

な意見を聴き、交流することができて有意義な時間でした。 17



1​8​

Q.2 意見交換会は発言しやすい雰囲気でしたか

【 ご意見 】

・菓子や飲み物を食べながら、ラフに交流ができたので緊張せずにリラックスして

たくさん交流が出来ました

・市議会の方たちがとても話しやすい雰囲気を作り出してくださり、自分でも新しい

考えを出すことが出来ました。
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Q.3 意見交換会の時間は

【 ご意見 】

・他の班の意見を聴いて、新しい考えが湧いてきてもっと話したくなった。

・それぞれの意見や満足のいく答えを考えるための時間があり短いと感じました。

・伝えたいことがたくさんあり、自分はとても短いなと感じました。

・時々話が長くなることはあったが、基本的にちょうどよかった。



2​0​

Q.4 糸島市議会や政治に関心はわきましたか

【 ご意見 】

・政治というものが身近に感じられるようになった。

・自分の意見がこんなにも伝わるのかと感心しました。

・もともと（関心が）ある。



・このような機会がもっとたくさんあると、糸島市民も自分たちの地元について

もっと考えれると思いました。貴重な体験をありがとうございました。

・その他の課題についてもいつか機会を設けて話し合い、交流したいです。

・少子化の対策として減税などこれからできること考えるきっかけとなりました。

・とても良い機会だったので、こういう意見を交流する場がもう少し増えると

うれしいなと思いました。

・子育てのしやすい環境づくりのための政策をぜひ出していただきたいと思い

ます。

・またこういう機会があればぜひ行きたいです。
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Q.5 その他、意見交換会、また市議会へのご意見・ご要望



糸島農業高等学校

アンケート結果
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Q.1-①糸島市議会との意見交換会に対してどれくらい満足していますか

【 ご意見 】

・議員の皆さんと交流することができてよかったです。
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Q.1-② 全体の進行のスムーズさ

【 ご意見 】

・すごくスムーズに進めていただきありがとうございました。

・すごくスムーズで分かりやすい進行でした。
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【 ご意見 】

・糸島の畜産についてもっと多くの人に知っていただきたいです！糸島でも和牛甲子

園などの大会にも出場し、糸島の畜産について知ってもらえるよう活動しているので

ぜひご注目ください！

Q.2 自分のグループの発表について
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【 ご意見 】

・実際に中に入って参加することができ、雰囲気も知ることができた。

・議会の方々がとてもフランクで話しやすく緊張がほぐれました。

Q.3 糸島市議会や政治に関心はわきましたか



・本日はありがとうございました。

・もう少し回数を増やしていただけると嬉しいなと思います。
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Q.4 その他、意見交換会、また市議会へのご意見・ご要望



全体総括

令和６年度の「糸島市議会 ×高校生意見交換会」では、糸島高等学校および糸島

農業高等学校の生徒の皆さんから、多岐にわたる課題と提案をいただきました。

どのテーマにも、当事者としての視点と地域への愛情が感じられ、私たち議員にと

っても大きな学びの機会となりました。特に、生徒たちの提案には「こうなったらい

いな」ではなく、「こうするべきだ」という主体的な意思が込められており、糸島の

未来を共に考える心強い仲間がここにいると実感しました。

アンケート結果からも、この取り組みが生徒の皆さんにとって有意義な体験であっ

たことがうかがえます。今後もこのような機会を継続・発展させ、若い世代との対話

をまちづくりに活かしていけるよう、議会として努めてまいります。

最後に、積極的に参加してくださった高校生の皆さん、先生方、関係者の皆様に心

より感謝申し上げます。

糸島市議会 広聴委員会委員長 波多江 貴士
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